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論文内容の要旨

本研究は、地域性に配慮した環境整備へのニーズの高まりと、日本の都市政策における市街地の歴史的継続性に対

する着目の弱さを背景とし、市街地内において都市開発を免れ集落形態が存続している「古集落」を研究の対象とし

た。大阪市内の古集落は、大都市にありながら歴史的景観や地域に根付いた生活文化を継承している一方で、周辺で

は活発な市街地整備の動きが見られる。そこで、市街地における古集落の環境特性を明らかにし、その整備のあり方

の再検討に資する知見を得ることを目的とした。本論文は、本編 5 章および序章と終章からなる。

序章では、本研究の背景と目的、研究の構成などについて記述した。

第 1 章では、明治初期に大阪市域内に存在した周辺集落の形態の特徴を把握した上で、市街化の概要を整理すると

ともに、周辺集落の消滅と変容の過程を明らかにし、大阪市内に現存する古集落を明らかにした。

第 2 章では、集落形態が存続していることが明らかになった古集落の周辺において、社寺および池の変容、基盤整

備事業の施行と町会領域の変容に着目し、市街化の展開によって生じた古集落の地域環境の変容について考察した。

第 3 章では、土地利用の変化や居住者の移動、歴史的景観を構成する住宅の存続状況などについて調査・分析し、

個別開発の積み重ねによって生じている古集落空間の変容について明らかにし、その景観の変容の可能性について考

察した。

第 4 章では、まず大阪市域に存在する全ての古集落の地域コミュニティ活動と組織の現状を明らかにした。その上

で伝統的祭りに焦点を絞り、運営構造および参加者と居住者の評価を明らかにすることにより、伝統的祭りが地域コ

ミュニティの形成に資する可能性について考察した。

第 5 章では、地域居住者と古集落環境との関わり方を明らかにするため、古集落および周辺の居住者に対するアン

ケート調査を行い、古集落環境の管理・利用の実態と古集落環境に対する評価を明らかにした。その結果から、地域

居住者にとっての古集落環境の役割や意味について考察した。

終章では、以上を総括するとともに、大都市市街地内において古集落が持続する可能性と課題について考察し、予

れを地域の核とし、周辺と一体となった環境整備のあり方について展望した。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、大都市市街地内において、明治初期に存在していた集落形態を持続させている集落を「古集落J と定義

し、大阪市域を対象としてその実態を明らかにするとともに、周辺の市街化と関連性を持ちつつ形成されてきた空間

とコミュニティの特性を分析することを通じて、古集落環境を持続させ、地域環境の核として活かしてし、く方策につ

いて考察したものである。得られた結果を要約すると以下の通りである。

(1) 明治 20 年と現在の地図の照合を通じて、大阪市域に存在していた全 211 の集落のうち、 133 集落が基盤整備等

によって集落形態が滅失または大きく変貌し、それを免れた 78 の集落も将来の改変に巻き込まれる可能性のある

ことを明らかにしている。

(2) 古集落内に存在する社寺は、市街化の展開とともに周辺住民の教育・交流施設を内包してきた実態があり、地域

住民が、今後も、社寺境内の存続およびその利用を望んでいることを明らかにしている。

(3) 周辺の市街化が早かった古集落と近年になってそれが生じた古集落を対象とした分析を通じて、前者では細分化

された町会域が形成され、後者では住宅団地等を除外しながら広範囲の町会域が形成されていることを明らかにし、

祭りなどの伝統的なコミュニティ活動が、前者では時代時代に流入し定着した多様な住民によって担われ、後者で

は旧来からの住民と町会域内の新来住民によって担われていることを明らかにしている。

(4) 古集落の総合的な住み心地に関する住民の評価は高く、さらに環境・景観特性に対する住民の評価および保存意

向も高い一方で、この特性をもたらしている路地空間の保存意向は低いことが明らかになり、環境整備に当たって、

従来的な手法にはなかった計画・設計技法が求められていることを指摘している。

(5) これらの知見を踏まえて、古集落を核とした地域環境整備にあたり、都市計画・都市設計上、配慮すべき諸点を

整理するとともに、街並み形成のデザイン技法、古集落環境の住民によるマネジメント手法の可能性等について示

唆している。

以上のように、本論文は、これまで注目されなかった大都市市街地内の古集落の空間およびコミュニティの特性に

着目し、大都市市街地環境の整備およびコミュニティの活性化方策の新たな視点を提案しており、環境工学の発展に

寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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